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児 童 に よ る 活 動 発 表

　四国各地や全国から集まった小学校児童による森林学習・体験活

動の発表や先生方の意見交換会等を行いました。

先 生 方 の 意 見 交 換 表
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八
月
二
、
三
日
の
両
日
、
高
知
県

香か

み美
市
の
香
美
市
香
北
体
育
セ
ン

タ
ー
と
高
知
県
立
香か

ほ

く北
青
少
年
の

家
を
主
会
場
に
、『「
学
校
林
・
遊
々

の
森
」
全
国
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
in
四

国
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
学
校
林
や
遊
々

の
森
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
・

体
験
活
動
の
取
組
を
全
国
に
広
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
一
九
年

度
の
東
京
都
八
王
子
市
、
二
〇
年
度

の
熊
本
市
で
の
開
催
に
続
き
、
今
回

が
三
回
目
と
な
る
も
の
で
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
四
国
各
地
の
小

学
校
九
校
、
兵
庫
県
、
山
形
県
の
小

学
校
各
一
校
の
児
童
や
先
生
、
一
般

参
加
者
な
ど
総
勢
一
五
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
児
童
に
よ
る
学
習
・

体
験
活
動
の
発
表
や
先
生
方
の
意

見
交
換
会
、
森
林
体
験
学
習
と
し
て

「
竹
で
作
っ
た
器
で
ご
飯
を
食
べ
よ

う
！
」
な
ど
を
、
二
日
目
は
、
三
班

に
分
か
れ
て
森
林
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

一�

、
児
童
に
よ
る
森
林
学
習
・
体
験

活
動
の
発
表

　

�　

各
校
の
児
童
か
ら
、
植
樹
や
間

伐
体
験
、
山
・
川
・
水
田
の
つ
な

が
り
、
清
掃
活
動
、
環
境
問
題
へ

の
取
組
な
ど
、
日
頃
の
活
動
内
容

や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

広
め
よ
う
！
森も

り林
づ
く
り
の
大
切
さ
の
輪
を
全
国
に
！

～
『「
学
校
林
・
遊

ゆ
う
ゆ
う々

の
森
」
全
国
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
in
四
国
』
を
開
催
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

�　

各
校
共
通
し
て
、
学
習
・
体
験

活
動
を
通
じ
て
森
林
の
働
き
等
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
の
森
林
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

二�

、
森
林
環
境
教
育
の
推
進
に
向
け

た
先
生
方
の
意
見
交
換
会

　

�　

各
校
の
先
生
が
、
現
在
抱
え

て
い
る
学
校
林
や
遊
々
の
森
に

お
け
る
活
動
の
課
題
と
今
後
の

対
応
策
を
述
べ
た
後
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
京
都
教
育
大
学
教

授
の
山
下
宏
文
氏
に
よ
る
進
行

で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

�　

各
校
共
通
し
て
、
活
動
場
所
が

遠
い
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
問
題
、

森
林
環
境
教
育
の
た
め
の
授
業

時
間
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う

課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
林
に
つ
い
て

は
、
維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
お

り
、
ど
の
よ
う
に
継
続
・
発
展
さ

せ
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
各
校
の
対
応

事
例
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

三
、
森
林
体
験
学
習

　

�　

一
日
目
の
「
竹
で
作
っ
た
器
で

ご
飯
を
食
べ
よ
う
！
」
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

竹
を
切
り
抜
き
、
そ
の
中
に
米
と

水
を
入
れ
た
ご
飯
の
炊
き
方
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

�　

三
班
に
分
か
れ
た
二
日
目
の
、

①�

「
遊
び
を
通
し
て
森
林
を
知

ろ
う
！
」
で
は
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ウ
ォ
ー
ク
を
通
し
て
身
近
な
自

然
に
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
野
外

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
生
態
系
の
つ

な
が
り
及
び
そ
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
や
樹
木
が
吸
収
す
る
二

酸
化
炭
素
の
量
の
測
定
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

　

②�

「
木
に
ふ
れ
て
創
作
し
て
み

よ
う
！
」
で
は
、
木
工
ク
ラ
フ

ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
札
な
ど

を
製
作
し
、
木
が
身
近
な
も
の

で
あ
る
こ
と
や
様
々
な
も
の
が

作
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

③�

「
紙
す
き
体
験
を
し
よ
う
！
」

で
は
、
間
伐
材
な
ど
を
活
用
し

た
手
す
き
の
和
紙
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

各
校
の
児
童
や
先
生
は
、
こ
の
サ

ミ
ッ
ト
で
様
々
な
情
報
交
換
や
交

流
を
行
い
、
夏
休
み
の
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回

参
加
さ
れ
た
方
々
が
情
報
発
信
源

と
な
り
、
森
林
で
の
学
習
・
体
験
活

動
が
今
後
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
結
果

は
、
今
後
報
告
書
に
ま
と
め
、
学
校

林
や
遊
々
の
森
を
持
つ
全
国
の
小

学
校
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
意
欲
十
分

  

～
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

入
門
講
座
を
開
催
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

近
年
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
森
づ
く

り
へ
の
参
加
意
識
が
高
ま
っ
て
お

り
、
特
に
、
五
〇
歳
以
上
の
世
代
を

中
心
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
森
林
の
整
備
・
保
全
を
行
お
う
と

す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成

一
九
年
度
か
ら
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
志
す
五
〇
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
入
門
講
座
」（
延
べ
三
日
間
）

を
開
催
し
て
お
り
、
二
一
年
度
に

つ
い
て
は
、
七
月
一
二
日
に
、
一

日
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
に
つ
い
て
は
、
一
〇
名

程
度
の
募
集
に
対
し
、
そ
れ
を
越

す
方
の
応
募
が
あ
り
、
先
着
順
で

紙すき体験

最後に力強く記念撮影

竹
で
ご
飯
を
炊
い
て
い
る
様
子
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ふ
れ
あ
い
親
子
体
験
ツ
ア
ー

『
森
と
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

　

七
月
一
八
日
、
四
国
電
力
と
の

共
催
で
、「
ふ
れ
あ
い
親
子
体
験
ツ

ア
ー
」
を
、
高
知
県
い
の
町
本
川
の

四
国
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
本

川
、
土
佐
町
の
稲
村
ダ
ム
及
び
嶺
北

森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
公
募
に
よ
り
募
集
し
、

九
組
、
一
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
平
成
一
五
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
七
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
土
佐
町
・
教
育
委
員

会
の
後
援
に
よ
り
「
遊
々
の
森
」
を

借
り
て
、
こ
れ
ま
で
の
植
栽
・
下
刈

り
に
変
え
て
間
伐
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
土
佐
町
の
道
の
駅
「
土

佐
さ
め
う
ら
」
付
近
の
吉
野
川
支
流

の
河
原
で
、
川
上
計
画
部
長
が
、
森

と
水
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

見
て
聞
い
て
体
験
し
て
く
だ
さ
い
と

挨
拶
し
、
地
元
の
漁
協
の
指
導
を
受

け
ア
メ
ゴ
の
放
流
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
本
川

の
地
下
深
く
に
あ
る
本
川
発
電
所
の

揚
水
発
電
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
で
は
、
普
段
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
設
備
に
、
大
人
の
参
加

者
が
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
稲
村
ダ
ム
（
本
川
発
電

所
の
上
池
）
湖
畔
で
の
昼
食
の
後
、

「
遊
々
の
森
」
で
の
間
伐
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

間
伐
作
業
は
、
直
径
十
数
セ
ン
チ

の
立
木
を
親
子
が
協
力
し
て
切
り
倒

す
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た

こ
ど
も
達
の
中
に
は
、
ノ
コ
ギ
リ
を

使
っ
て
木
を
切
っ
た
こ
と
が
あ
る
子

も
い
て
、「
立
木
は
切
り
倒
し
た
こ

と
は
無
い
か
ら
、
自
分
で
最
後
ま
で

一
二
名
と
し
、
香
川
県
内
か
ら
女

性
を
含
め
て
四
名
、
高
知
県
内
か

ら
八
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
、
森
林
管

理
局
職
員
か
ら
、
森
林
・
林
業
分

野
の
基
礎
知
識
を
含
め
た
「
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
す
す
め
」

と
、
「
安
全
対
策
に
つ
い
て
」
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
と

り
、
ま
た
、
「
実
際
に
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
」
、
「
中
国
（
中
華
人

民
共
和
国
）
の
森
林
面
積
が
増
加

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
」
、
「
日
本

の
国
産
材
製
材
品
の
乾
燥
材
比
率

が
低
い
の
は
な
ぜ
か
。
」
と
い
っ
た

質
問
が
出
さ
れ
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
森
林
・
林
業
へ
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
実
際
に
木
に
ふ
れ

て
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
四

国
森
林
管
理
局
が
行
う
学
校
へ
の

木
工
教
室
の
際
に
、
特
に
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
正
岡
金
四
郎
氏

か
ら
、
「
木
に
親
し
む
木
工
ク
ラ
フ

ト
づ
く
り
体
験
」
と
し
て
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
は
、
ひ
ら
が
な
の

「
し
」
と
「
あ
」
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
「
け
ん
玉
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
日
頃
使
う
こ
と
の
な

い
糸
の
こ
機
械
や
ナ
イ
フ
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
け
ん
玉
を
集
中
し
て

作
り
、
完
成
後
は
一
喜
一
憂
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
今
後
、
九
月
に
林

業
機
械
の
取
扱
い
と
下
刈
り
・
間
伐

作
業
に
つ
い
て
の
実
習
を
行
い
、
最

終
回
の
一
一
月
に
は
、
木
材
利
用
に

つ
い
て
学
び
終
了
す
る
予
定
で
す
。

や
る
」
と
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、

お
母
さ
ん
の
手
を
借
り
ず
一
人
で
最

後
ま
で
頑
張
っ
た
子
も
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
切
り
出
し

た
、
間
伐
材
を
輪
切
り
に
し
、
コ
ー

ス
タ
ー
や
鉛
筆
立
て
を
作
る
作
業
も

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
四
国
電
力
山
本
次
長
か

ら
、
森
を
育
て
水
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
大
切
に
す
る
よ
う
締
め
く
く

り
、
四
国
電
力
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
せ
っ

か
く
作
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
が
割
れ
な

い
た
め
の
裏
技
が
伝
授
さ
れ
全
行
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
環
境
月
間
中
の
実
施
で
し

た
が
今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
、
こ
の
時
期
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

こ
ど
も
達
に
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
が
夏

休
み
の
思
い
出
に
残
る
第
一
号
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

木に親しむ木工クラフトづくり体験

完成した「けん玉」（「あ」と「し」の組み合わせ）

アメゴの放流

発電所内部見学

間伐体験
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校
庭
の
樹
木
も
役
立
っ
て
る

　
―
森
林
と
地
球
温
暖
化

防
止
を
学
習
―

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

七
月
六
日
、
四
万
十
市
立
後
川
中
学

校
一
年
生
九
名
を
対
象
に
、「
森
林
と

地
球
温
暖
化
防
止
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
森
林
環
境
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、「
世
界
の
森
林
の
現
状
」

「
森
林
の
機
能
」「
森
林
（
樹
木
）
が

果
た
す
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
役
割
・

Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
と
貯
蔵
」「
京
都
議
定

書
」
な
ど
に
つ
い
て
、説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
樹
木
が
ど
れ
だ

け
の
Ｃ
Ｏ
２

を
蓄
え
て
い
る
か
計
算

す
る
た
め
、
校
庭
に
出
て
ク
ス
ノ
キ

な
ど
三
本
の
胸
高
直
径
と
樹
高
を
測

定
し
ま
し
た
。
教
室
に
戻
り
、
職
員

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
計
算
式
に
当

て
は
め
て
Ｃ
Ｏ
２

の
重
さ
を
算
出
し

た
生
徒
た
ち
は
、
２
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
本
数
に
換
算
す
る
と
、
や
っ

と
実
感
が
沸
い
た
様
子
で
し
た
。

　

実
施
後
に
届
い
た
生
徒
の
感
想

文
に
は
、
「
森
林
が
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
「
エ
コ
活
動
に
心
が
け
た

い
」
「
計
算
が
難
し
か
っ
た
」
な
ど

と
書
か
れ
て
い
て
、
今
や
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
関
心
に
繋
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
近
く
に
あ
る

利
岡
小
学
校
六
年
生
二
名
も
参
加

し
て
、
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
森
で
間
伐
作
業

〈
徳
島
署
〉

　

七
月
七
日
、
徳
島
県
那
賀
町
の

釜
ヶ
谷
国
有
林
・
ふ
れ
あ
い
高
城
の

森
に
お
い
て
、
高
知
林
業
土
木
協
会

の
呼
び
か
け
で
、
同
協
会
員
四
五
名

が
集
ま
り
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
用
し

た
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
と
枝
条

整
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
梅
雨
空
で
、
小
雨
が

降
り
し
き
る
中
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
三
人
一
組
、
慣
れ
た
様
子

で
次
々
に
伐
採
し
て
い
ま
し
た
。途
中
、

か
か
り
木
が
発
生
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
無

事
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
を
終
え
る
頃
に
は
雨
も
や

み
、
間
伐
を
終
え
た
林
内
に
は
、

時
折
雲
の
切
れ
間
か
ら
光
が
差
し

込
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
森
林
教
室

〈
徳
島
署
〉

　

七
月
二
五
日
、
美
馬
市
木
屋
平

の
中
尾
山
高
原
に
お
い
て
親
子
約

一
二
〇
名
が
参
加
し
た
、
今
年
で
一
六

回
目
と
な
る
連
合
徳
島
主
催
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

夏
休
み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
元
気

い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち
は
、
当
署
職
員

に
よ
る
森
林
教
室
や
木
工
ク
ラ
フ
ト

の
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
植
樹
を
体

験
し
、親
子
で
自
然
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

森
林
教
室
で
は
、
紙
芝
居
を
使
っ

て
森
林
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
、
除
伐
木
や
間
伐
材
を
使
用
し
た

木
工
ク
ラ
フ
ト
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
子
供
も
、
大
人
も
、
熱
心
に
職

員
の
説
明
に
聞
き
入
り
、
夢
中
で
動

物
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、
写
真
立
て
と
、

竹
笛
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
が
親
子
に
と
っ

て
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出
と
な
り
、

今
後
、
木
材
利
用
や
環
境
問
題
に
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

「
緑
の
募
金
」
寄
付
金
及
び

林
野
庁
長
官
感
謝
賞
状
贈
呈
式

〈
指
導
普
及
課
〉

　

八
月
四
日
、
四
国
森
林
管
理
局
局

長
室
に
お
い
て
、
高
知
銀
行　

頭
取

　

伊
野
部
重
晃
氏
へ
四
国
森
林
管
理

局
長
よ
り
「
緑
の
募
金
林
野
庁
長
官

感
謝
賞
状
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
知
銀
行
は
、
創
業
八
〇
周
年
記

念
と
し
て
、
地
球
の
緑
化
応
援
定
期

を
募
集
し
、
そ
の
預
金
総
額
に
応
じ

て
、そ
の
〇
・
〇
一
％
を
「
緑
の
募
金
」

に
寄
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
預
金
総
額
の
〇
・
〇
一
％

募
金
総
額
約
三
二
八
万
円
が
「
緑
の

募
金
」
と
し
て
高
知
県
森
と
緑
の
会

へ
寄
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
感

謝
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
知
銀
行
頭
取
、
専
務
、

高
知
県
林
業
振
興
環
境
副
部
長
、
高

知
県
森
と
緑
の
会
理
事
長
ほ
か
数
名

が
出
席
の
も
と
、
な
ご
や
か
な
歓
談

の
後
、
寄
付
金
及
び
感
謝
賞
状
が
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
記
念
撮
影
を
行
い

式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

校庭の木調査中、直径は？

間伐作業の様子

サマーキャンプの様子

長官感謝状贈呈式

各
地
の

  

た
よ
り
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